
会長講演 木村 哲（国立国際医療センター）座長

■日時：12月10日（金） 14 : 50～15 : 20 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）

1982年より臨床現場においてエイズ診療と研究を通して感じたこと
三間屋 純 一
（静岡県立こども病院血液腫瘍科）

会長講演

1 （ 1 ）



総会特別講演 山本直樹（国立感染症研究所）座長

■日時：12月10日（金） 15 : 30～16 : 30 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）同時通訳あり

AIDS Research : An historical survey and perspectives
Luc Montagnier
（President, World Foundation AIDS Research and Prevention,

France）

総会特別講演



特別講演1 本多三男（国立感染症研究所）座長

特別講演2 座長 木原正博（京都大学）

特別講演3 座長 満屋裕明（熊本大学）

特別講演4 座長 青木 眞（サクラ精機（株））

■日時：12月9日（木） 13 : 30～14 : 30 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）同時通訳あり

HIV Vaccine Development
Gary J. Nabel
（Director,Vaccine Research Center, National Institutes of Al-
lergy and Infectious Diseases, National Institutes ofHealth,USA）

■日時：12月10日（金） 11 : 30～12 : 30 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）同時通訳あり

HIV Prevention among young people－principles for success
Peter Aggleton
（Professor in Education and Director, Thomas Coram
Research Unit Institute of Education, University of London,UK）

■日時：12月11日（土） 10 : 10～11 : 10 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）同時通訳あり

Neutralizing monoclonal antibodies against HIV : The road toward an
effective AIDS vaccine？

Ruth M. Ruprecht
（Dana-Farber Cancer Institute and Harvard Medical School,
Boston, MA, USA）

■日時：12月11日（土） 11 : 20～12 : 20 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）同時通訳あり

HIV Therapeutics, 2005 : New Drugs, New Approaches
Robert T. Schooley
（University of California, San Diego, USA）

特別講演



教育講演1 三間屋純一（静岡県立こども病院）座長

教育講演2 座長 瀧 正志（聖マリアンナ医科大学）

■日時：12月9日（木） 14 : 40～15 : 40 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）同時通訳あり

Current social situation of hemophilia with HIV in USA
William Keith Hoots
（Houston Medical Director, The Division Head�Pediatric Hema-
tology Department of Pediatrics University of Texas Medical
School Gulf Sate Hemophilia & Thrombophilia Center, USA）

■日時：12月9日（木） 15 : 50～16 : 50 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）

日本における血友病とHIV感染に関する全国的な調査の経緯と調査結果の現状
立 浪 忍
（聖マリアンナ医科大学医学統計学）

教育講演



学会賞受賞講演 木村 哲（国立国際医療センター）座長

■日時：12月10日（金） 14 : 30～14 : 50 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）

日 沼 頼 夫
（京都大学名誉教授）

受賞講演



特別公開講座
一般公開

HIV発見者―モンタニエ博士と
語ろう―今を生きる

■日時：12月10日（金）17 : 00～19 : 00 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）

一部 17 : 00～17 : 30
チャリティーピアノコンサート
演奏：徳江 陽子

二部 17 : 30～19 : 00
―モンタニエ博士と語ろう― 今を生きる
司会：林 幸泰（世界エイズ研究予防財団）
講演：リュック・モンタニエ

（世界エイズ研究予防財団 理事長）
木原 正博
（京都大学大学院医学研究科社会健康医
学系専攻社会疫学分野 教授）

主催 世界エイズ研究予防財団
共催 第 18回日本エイズ学会学術集会・総会
協賛 大里研究所，エスエスエル ヘルスケア ジャパン

（株）
後援 ユネスコ，フランス大使館，静岡新聞社，静岡放

送，国立大学法人静岡大学，静岡県内「22大学
緩やかな連携」

特別公開講座



会長シンポジウム
HIV感染症と血友病
―回顧と展望―

三間屋純一（静岡県立こども病院）
福武勝幸（東京医科大学）

座長

■日時：12月9日（木） 17 : 00～20 : 00 ■会場：第1会場（1階 中ホール・大地）

PS-1 医療の視点から
西田恭治
（東京医科大学）

PS-2 報道の視点から
出河雅彦
（朝日新聞社編集委員）

PS-3 司法の視点から
徳永信一
（大阪HIV訴訟弁護団弁護士）

PS-4 元原告の視点から
花井十伍
（大阪HIV訴訟原告団代表）

PS-5 社会学の視点から
北村健太郎
（立命館大学先端総合学術研究科）

PS-6 血友病友の会の視点から
大西赤人
（むさしのヘモフィリア友の会副会長）

PS-7 元支援者の視点から
草田 央
（LAP）

会長シンポジウム



国際シンポジウム
東アジアにおけるHIV�AIDS流行の現状と課題
HIV�AIDS epidemic in East Asia and Its challenges

樽井正義（慶応義塾大学文学部）
安田直史（国立国際医療センター国際協力局派遣協力課）

座長

■日時：12月9日（木） 9 : 30～12 : 00 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）同時通訳あり

IS-1 HIV�AIDS in Mongolia
モンゴルにおけるHIV�AIDS
Enkhjin Bavuu（エンクジン・バブー）
（Strengthening National Prevention and
Care Programs on HIV�AIDS in Mongolia,
Ministry of Health, Mongolia（モンゴル保
健省、国家HIV�AIDS対策プログラム）

IS-2 The history and current status of HIV�
AIDS in Korea
韓国におけるHIV�AIDS流行の歴史と現状
Joo-Shil Lee（ジョーシル・リー）
（Department of Virology, National Insti-
tute of Health, Korea
（韓国国立衛生研究所ウイルス部）

IS-3 HIV Epidemic Situation in China
中国におけるHIV流行の現状
Lu Fan（ルー・ファン）
（Division of Epidemiology, National Cen-
ter for HIV�AIDS Control and Prevention,
China Center for Disease Control and
Prevention, Beijing, China
（中国疾病管理センター、中国国立HIV�AIDS
予防センター疫学部）

IS-4 The challenges to Hong Kong in the
control of a changing HIV epidemic
香港におけるHIV対策の課題
Michael Kam-tim Chan（マイケルKt チャン）
（Special Preventive Programme, Center
of Health Protection, Department of
Health, Hong Kong
（香港保健局、健康増進センター、特別予防プ
ログラム）

IS-5 The Status of HIV�AIDS in Taiwan
台湾におけるHIV�AIDSの現状
Hsi-Hsun Lin（シー・スン・リン）
（Department of Infectious Diseases, E-
Da Hospital�I-Shou University
イショウ大学イーダ病院感染症科）

IS-6 Current situation of HIV�AIDS epidemic
and its challenges in Japan
日本におけるHIV�AIDS流行の現状と課題
Masahiro Kihara（木原正博）
（Dept. of Global Health and Socio-
epidemiology, Kyoto University School of
Public Health, Kyoto, Japan
京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻
社会疫学分野）

国際シンポジウム



シンポジウム1
HIV-1 潜伏感染細胞の排除
Elimination of HIV-1 latently infected cells

金田次弘（国立病院機構名古屋医療センター・臨床研究センター）
松下修三（熊本大学エイズ学研究センター）

座長

■日時：12月9日（木） 14 : 40～16 : 40 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）ポスター展示あり

S1-基 HIV-1 Eradication
（HIV-1 感染の排除）
Roger J. Pomerantz
（Center for Human Virology and Biode-
fense, Thomas Jefferson University,
USA）

S1-1 Introductory comments on HIV residual
diseases
（イントロダクション：HAARTで残存するウ
イルスとは？）
Shuzo Matsushita
松下修三
（Center for AIDS Research, Kumamoto
University）
（熊本大学エイズ学研究センター）

S1-2 Evaluation of residual replication for op-
timization of HAART
（HAARTの最適化のための残存ウイルスの評
価）
Kazuhisa Yoshimura
吉村和久
（Center for AIDS Research, Kumamoto
University）
（熊本大学エイズ学研究センター）

S1-3 HIV-1 mRNA levels in peripheral CD4＋T
lymphocytes from patients responding
well to HAART
（HAART著効患者の末梢血CD4陽性 Tリン
パ球中のHIV-1 mRNAレベル）
Tsuguhiro Kaneda
金田次弘
（Clinical Research Center, National Hos-
pital Organization Nagoya Medical Cen-
ter）
（国立病院機構名古屋医療センター・臨床研究
センター）

S1-4 Human IgM monoclonal antibodies
which recognize and eliminate HIV-1 in-
fected cells
（HIV感染細胞を認識排除するヒト IgMモノク
ローナル抗体）
Noriko Okada
岡田則子
（Department of Biodefense, Nagoya City
University Graduate School of Medical
Sciences）
（名古屋市立大学大学院医学研究科生体防御学）

シンポジウム



シンポジウム2
HIV�AIDSの病態進行とワクチン開発の進歩
Japanese Contribution to the Development of an HIV�AIDS Vaccine

本多三男（国立感染症研究所）
高橋秀実（日本医科大学）

座長

■日時：12月9日（木） 16 : 50～18 : 50 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）ポスター展示あり

S2-基 Gary J. Nabel
（National Institutes of Allergy and Infec-
tious Diseases, National Institutes of
Health, USA）

S2-1 Control of HIV-1-specific acquired im-
munity by modulation of innate immunity
Hidemi TAKAHASHI
（Department of Microbiology and Immu-
nology, Nippon Medical School）

S2-2 Epitope-dependent effect of Nef-
mediated HLA class I down-regulation
on ability of HIV-1-specific CTLs to sup-
press HIV-1 replication
Masafumi Takiguchi1, Hiroko Tomiyama1,
Mamoru Fujiwara1, Shinichi Oka2

（1Division of Viral Immunology, Center for
AIDS Research, Kumamoto University,
Kumamoto, and 2AIDS Clinical Center, In-
ternational Medical Center of Japan, To-
kyo, Japan）

S2-3 CTL-based control of SIV replication
Tetsuro Matano
（Graduate School of Medicine, The Uni-
versity of Tokyo, Japan）

S2-4 Protection of hu-PBL-SCID mice against
HIV-1 infection by a dendritic cell-based
immunization．
Yuetsu Tanaka
（Department of Immunology, Graduate
School and Faculty of Medicine, Univer-
sity of the Ryukyus, Nishihara, Okinawa
903-0215, Japan）

S2-5 A novel recombinant vaccinia DIs is rep-
lication deficient and efficiently elicits
virus-specific positive-immunity
Kenji Someya1, Kazuhiro Matsuo1, Y-
asuyuki Izumi1, Yasushi Ami2, Tadashi
Nakasone1, Naoki Yamamoto1, andMitsuo
Honda1

（1AIDS Research Center and2Division of
Experimental Animal Research, National
Institute of Infectious Diseases, Shin-
juku－ku, Tokyo Japan.）

シンポジウム



シンポジウム3 HIVと妊娠をめぐる諸問題
塚原優己（成育医療センター周産期診療部産科）
矢永由里子（前九州医療センター感染症対策室カウンセラー）

座長

シンポジウム4
HIV感染症におけるチーム医療の成熟をめざして
―連携の基本要件，具体的方法，課題の検討―

山中京子（大阪府立大学社会福祉学部）
石川雅子（千葉県健康福祉部健康増進課疾病対策室）

座長

■日時：12月9日（木） 17 : 00～20 : 00 ■会場：第3会場（6階 交流ホール）ポスター展示あり

S3-概説1 シンポジウムの趣旨
塚原優己
（国立成育医療センター周産期診療部産科）

S3-概説2 周産期におけるHIV感染症―特にアジア・ア
フリカ地域を中心に―
稲葉憲之
（独協医科大学産婦人科）

S3-1 HIV 母子感染：わが国の現状
喜多恒和
（防衛医科大学校産婦人科）

S3-2 妊婦HIVスクリーニング検査の現状と経済効
率に関する問題
稲葉淳一
（国立国際医療センター国際医療協力局）

S3-3 妊婦HIVスクリーニング検査の偽陽性に関す
る問題
山田里佳
（金沢大学医学部産婦人科）

S3-4 一般産科診療施設とエイズ拠点病院の連携に関
する問題
蓮尾泰之
（独立行政法人国立病院機構九州医療センター
産婦人科）

S3-5 妊娠中の抗HIV薬投与に関する問題
源河いくみ
（国立国際医療センターエイズ治療・研究開発
センター内科）

S3-6 感染児の予後と社会生活に関する問題
外川正生
（大阪市立総合医療センター小児科）

S3-7 女性感染者が抱える性行動と挙児希望に関する
問題
大金美和
（国立国際医療センターエイズ治療・研究開発
センターケア支援室）

S3-8 わが国のHIV感染妊娠の将来予測
川戸美由紀
（藤田保健衛生大学医学部衛生学）

■日時：12月9日（木） 13 : 10～15 : 10 ■会場：第5会場（10階 会議室1001－2）ポスター展示あり

S4-1 カウンセラーによる他職種との連携―累積的事
例研究を通して―
安尾利彦
（国立病院機構大阪医療センターHIV�AIDS先
端医療開発センター�財団法人エイズ予防財団）

S4-2 ソーシャルワーカーの「連携」役割認識と組織
内外連携の実態
小西加保留
（桃山学院大学社会学部社会福祉学科）

S4-3 駒込病院におけるチーム医療の現状と今後の課
題
有馬美奈
（東京都立駒込病院看護部）

シンポジウム



シンポジウム5 「看護」ですぐに取り組めるヒント集
久保田君枝（静岡県立大学短期大学部第一看護学科）
橋口桂子（国立病院機構名古屋医療センター）

座長

シンポジウム6 HIV無料匿名検査と予防
市川誠一（名古屋市立大学看護学部）
桜井賢樹（財・エイズ予防財団）

座長

■日時：12月9日（木） 15 : 20～17 : 20 ■会場：第5会場（10階 会議室1001－2）

S5-1 2002 年 HIV母子感染予防対策マニュアルに
先駆けての院内の取り組み
最上いくみ、池田あつ子、岸本悦子、佐藤みは
る、的場由紀子、工藤美幸、印部厚子
（札幌医科大学附属病院HIV委員会看護師会）

S5-2 産科領域における職務上感染リスク改善に向け
て
佐山光子
（新潟大学医学部保健学科）

S5-3 地域でセクシュアルヘルスに関わる看護職のネ
ットワーク立ち上げ―岡山Sexual and Re-
productive Health 研究会を例として
金子（長宗）典代、福原博子、下島要子
（岡山Sexual and Reproductive Health 研
究会）
下島要子
（岡山大学医学部保健学科）

S5-4 院内他科との連携つくり～多様化するケアニー
ズのための準備～
有馬美奈
（都立駒込病院看護部）

■日時：12月9日（木） 17 : 30～19 : 40 ■会場：第6会場（9階 会議室910）

S6-1 HIV 検査体制の現状と課題
今井光信
（神奈川県衛生研究所）

S6-2 保健所におけるHIV�STI 検査の現状と課題
中瀬克己
（岡山市保健所）

S6-3 北海道における迅速検査導入の経緯と課題
工藤伸一、長野秀樹
（北海道立衛生研究所）

S6-4 無料匿名検査における結果告知の役割について
日笠 聡
（兵庫医科大学 総合内科）

S6-5 HIV 抗体検査と予防カウンセリング
浦尾充子
（千葉大学附属病院カウンセリング室�京都大学
大学院医学研究科健康増進・行動学分野）

シンポジウム



シンポジウム7
薬剤耐性の新知見
「基礎から臨床へ」

満屋裕明（熊本大学）
杉浦 亙（国立感染症研究所）

座長

■日時：12月10日（金） 9 : 00～11 : 30 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）

S7-基 The HIV-Host Interaction : New Insights
from New Tools．
John M. Coffin, Frank Maldarelli, Sarah
Palmer, Valerie Boltz, Mary Kearney, Ann
Weigand, and John W. Mellors＊

（HIV Drug Resistance Program, NCI－
Frederick, and ＊Division of Infectious
Disease, University of Pittsburgh．）

S7-1 NNRTI 耐性の新知見
潟永博之
（国立国際医療センター エイズ治療・研究開
発センター）

S7-2 Amino Acid Insertions in the Proximity of
Gag Cleavage Sites Which Restore the
Otherwise Compromised Replication of
HIV Variants Highly Resistant to Multiple
Protease Inhibitors（PI）
Shintaro Matsumi, Sadahiro Tamiya,
Mardy Sek, Mark F. Kavlick and Hiroaki
Mitsuya．
（Depts of Infectious Diseases & Hema-
tology, Kumamoto University School of
Medicine, Kumamoto 860－0811 and Ex-
perimental Retrovirology Section, HIV &
AIDS Malignancy Branch, NCI�NIH, MD
20892．）

S7-3 本邦における薬剤耐性HIV-1 の現状と今後の
課題
杉浦 亙
（国立感染症研究所エイズ研究センター）

シンポジウム



シンポジウム8
分子ウイルス学の進歩と展望 Advances and Prospects
of Molecular Virology for Understanding HIV Infection

原田信志（熊本大学医学部感染防御学講座）
岡本 尚（名古屋市立大学大学院医学研究科細胞分子生物学）

座長

■日時：12月10日（金） 16 : 40～19 : 10 ■会場：第3会場（6階 交流ホール）

S8-1 Latent Reservoirs of HIV : Perspectives
for Eradication and Development of
Therapeutic Strategies
Tae-Wook Chun, Ph.D．
（Laboratory of Immunoregulation, Na-
tional Institute of Allergy and Infectious
Diseases, National Institutes of Health,
Building 10, Room 6A32, Bethesda, MD
20892, USA）

S8-2 HIV-1 infection and membrane fluidity :
Is multiple-site binding indispensable for
the infection？ HIV-1 感染と膜流動性：
multiple-site binding は感染に必須か？
Shinji Harada
（Department of Medical Virology, Gradu-
ate School of Medical Sciences, Ku-
mamoto University, Kumamoto 860－
8556, Japan 熊本大学大学院医学薬学研究
部感染防御）

S8-3 A cDNA library-expressing lentivirus
vector system used to clone an inhibitor
for HIV-1-induced cell death cDNAライ
ブラリ発現レンチウイルスベクターによる
HIV抑制遺伝子の探索
Yoshio Koyanagi1, Yuji Kawano2，Takeshi
Yoshida1, Jun Aoki1 小柳義夫1、河野祐治2、
芳田剛1、青木淳1

（1Laboratory of Viral Pathogenesis, Insti-
tute for Virus Research, Kyoto Univer-
sity, Kyoto 606－8507, Japan，2Depart-
ment of Virology, Tohoku University
Graduate School of Medicine, Sendai
980－857, Japan1 京都大学ウイルス研究
所・感染病態研究領域、2東北大学医学系研究
科・微生物学分野）

S8-4 Structural and functional analysis of ac-
cessory proteins essential for HIV repli-
cation HIV 複製に必須なアクセサリー蛋白質
の構造機能解析
Akio Adachi 足立昭夫
（Department of Virology, Institute of
Health Biosciences, The University of
Tokushima Graduate School 徳島大学大学
院ヘルスバイオサイエンス研究部ウイルス病原
学分野）

S8-5 Computational analysis of the 3D struc-
ture of Tat�TAR�P-TEFb complex as a
molecular target of novel anti-HIV ther-
apy 抗 HIV治療の分子標的としての Tat�
TAR�P－TEFb複合体の立体構造解析
岡本 尚、朝光かおり、上野修平
（Department of Molecular and Cellular
Biology, Nagoya City University Gradu-
ate School of Medical Sciences 名古屋市
立大学大学院医学研究科細胞分子生物学）

S8-6 Replication-defective HIV isolated from
seronegative individuals at high risk for
HIV infection 抗体陰性HIV感染者より分離
された増殖欠損HIV
浜野隆一
（国立感染症研究所エイズ研究センター）

シンポジウム



シンポジウム9 歯科医療におけるHIV�AIDS 内藤克美（県西部浜松医療センター歯科口腔外科）座長

■日時：12月10日（金） 17 : 30～19 : 30 ■会場：第5会場（10階 会議室1001－2）

S9-1 HIV�AIDS歯科診療における院内感染予防
―米国疾病管理予防センター歯科臨床における
感染予防ガイドライン 2003を中心に―
池田正一
（神奈川県立こども医療センター歯科）

S9-2 口の中でエイズがわかるか
小森康雄
（東京医科大学口腔外科）

S9-3 拠点病院口腔外科におけるHIV感染者�AIDS
患者の実態と口腔管理
連 利隆
（大阪市立総合医療センター口腔外科）

シンポジウム



スポンサー
シンポジウム1 HAART : Once Dailyの臨床的意義

岩本愛吉（東京大学医科学研究所先端医療研究センター感染症研究分野教授）

�原 健（独立行政法人国立病院機構宇多野病院副薬剤科長）
座長

スポンサー
シンポジウム2 見おとし、手おくれ、時間ぎれ？

■日時：12月9日（木） 14 : 50～16 : 50 ■会場：第3会場（6階 交流ホール）同時通訳あり

SPS-1-1 Joel E. Gallant, MD, MPH
（Associate Professor of Medicine & Epi-
demiology
Johns Hopkins University School of
Medicine Baltimore, Maryland

SPS-1-2 潟永博之
（国立国際医療センターエイズ治療・研究開発
センター）

共催 鳥居薬品（株）

■日時：12月10日（金） 18 : 50～20 : 20 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）

SPS-2 企画・制作メンバー：東京医科大学 山元泰之
都立駒込病院 今村顕史
都立駒込病院 堀 成美

共催 ブリストル・マイヤーズ（株）

スポンサーシンポジウム



イブニング
セミナー

Improving the Management of HIV Diseases
症例から学ぶHIV感染症診療のコツ

岩本愛吉
（東京大学医科学研究所先端医療
研究センター感染症研究分野教授）

座長

■日時：12月10日（金） 16 : 40～18 : 40 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）

E-1 特別講演
座長 岩本愛吉
（東京大学医科学研究所 先端医療研究セン
ター 感染症研究分野 教授）
米国のHIVクリニックの実態
Constance A. Benson, MD
（The University of Colorado）

E-2 Interactive Session
座長 青木 眞
（サクラ精機（株））
―症例から学ぶHIV感染症治療のコツ―
Robert T. Schooley, MD
（The University of Colorado）
Constance A. Benson, MD
（The University of Colorado）
中村哲也
（東京大学医科学研究所附属病院 感染免疫内
科 助教授）
�原 健
（独立行政法人国立病院機構 宇多野病院 薬
剤科 副薬剤科長）

共催 第 18回日本エイズ学会学術集会・総会�グラ
クソ・スミスクライン株式会社

企画・協力 International AIDS Society-USA�HIV
Care Management Initiative-Japan

イブニングセミナー（教育セッション）



モーニング
シンポジウム

長期服薬中の代謝異常とその対策
―医師に必要な視点と患者の経験―

■日時：12月11日（土） 8 : 30～9 : 30 ■会場：第5会場（10階 会議室1001－2）

M-1 長期服薬中の代謝異常とその対策
―医師に必要な視点と患者の経験―

司会 菊池恵美子
（国立病院機構名古屋医療センター・財団法人
エイズ予防財団）

演者 味澤 篤
（東京都立駒込病院感染症科）

M-2 対談 パトリックの経験と気持ち
聞き手 菊池恵美子

（国立病院機構名古屋医療センター・財団法人
エイズ予防財団）

話し手 パトリック ボンマリート
（クラブDJ・アクティビスト）

共催 セローノ・ジャパン（株）

モーニングシンポジウム



ランチョン
セミナー1 Hemophilia with HIV and HCV 瀧 正志

（聖マリアンナ医科大学小児
科学教室）

座長

ランチョン
セミナー2

HAARTにおける推奨薬EFVの副
作用と対策

高田 昇
（広島大学エイズ医療対策室
室長）

座長

ランチョン
セミナー3

HIV感染症の治療の現状－治療継
続のメリットとデメリット

岡 慎一
（国立国際医療センターエイズ
治療・研究開発センター部長）

座長

ランチョン
セミナー4 Atazanavir による新たな治療戦略 根岸昌功

（東京都立駒込病院感染症科
部長）

座長

■日時：12月9日（木） 12 : 20～13 : 20 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）同時通訳あり

L1 William Keith Hoots M.D．
（Houston Medical Director, The Division
Head�Pediatric Hematology Department
of Pediatrics University of Texas Medical
School Gulf Sate Hemophilia & Thrombo-
philia Center）

共催 バクスター（株）

■日時：12月9日（木） 12 : 20～13 : 20 ■会場：第3会場（6階 交流ホール）

L2 白阪琢磨
（国立病院大阪医療センター免疫感染症科部長）

共催 万有製薬（株）

■日時：12月10日（金） 12 : 40～13 : 40 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）

L3 松下修三
（熊本大学エイズ学研究センター病態制御分野
教授）

共催 アボット ジャパン（株）

■日時：12月10日（金） 12 : 40～13 : 40 ■会場：第3会場（6階 交流ホール）

L4 花房秀次
（荻窪病院血液科部長）

共催 ブリストル・マイヤーズ（株）

ランチョンセミナー



ランチョン
セミナー5

HIV感染症「治療の手引き」
第8版

木村 哲（国立国際医療センターエイズ治療・研究開発センターセンター長）

満屋裕明（熊本大学医学部感染免疫診療部免疫病態学・内科学第二教授）
座長

ランチョン
セミナー6 血液製剤の安全性と不活化法 矢野邦夫

（県西部浜松医療センター感
染症科科長）

座長

■日時：12月11日（土） 12 : 40～14 : 40 ■会場：第2会場（11階 会議ホール・風）

L5-1 1 日 1回処方薬剤の登場
岡 慎一
（国立国際医療センターエイズ治療・研究開発
センター部長）

L5-2 HAART～いつ治療を開始するか：REVISIT
山本政弘
（国立病院機構九州医療センター感染症対策室
室長）

L5-3 免疫再構築症候群 現在の問題・今後の課題
（2004 Vpdate）
安岡 彰
（富山医科薬科大学感染予防医学�感染症治療部
助教授）

L5-4 HIV 検査体制とその課題
今井光信
（神奈川県衛生研究所所長）

共催 第 18回日本エイズ学会学術集会・総会
HIV感染症治療研究会
グラクソ・スミスクライン（株）

■日時：12月11日（土） 12 : 40～13 : 40 ■会場：第6会場（9階 会議室910）

L6 佐竹正博
（東京都赤十字血液センター副所長）

共催 日本赤十字社

ランチョンセミナー



サテライト
セミナー

こんな時はHIV感染症かも？
―HIVを疑うべき感染症・病態―

安岡 彰
（富山医科薬科大学感染予防
医学）

座長

■日時：12月9日（木） 17 : 30～19 : 00 ■会場：第7会場（9階 会議室904） 公開：医療従事者

SSE-1 中村哲也
（東京大学医科学研究所感染免疫内科）

SSE-2 古西 満
（奈良県立医科大学感染症センター）

SSE-3 菊池 嘉
（国立国際医療センターエイズ治療・研究開発
センター）

SSE-4 安岡 彰
（富山医科薬科大学感染予防医学）

主催 厚生労働科学研究「HAART時代の日和見合
併症」研究班

冊子作成 ブリストル・マイヤーズ（株）

サテライトセミナー



サテライト
シンポジウム1

諸機関連携によるHIV/AIDS予防
～HIV感染者の栄養支援と歯科診療～

塩入康史
（特定非営利活動法人HIVと
人権・情報センター）

座長

サテライト
シンポジウム2

薬物・アルコール依存症と
HIV感染症

市橋恵子
（有限会社オフィスグレイス・
訪問看護ステーション堂山）

座長

■日時：12月9日（木） 17 : 30～19 : 30 ■会場：第4会場（10階 会議室1001－1）

SS1-1 諸機関連携によるHIV感染者・患者の栄養支
援のあり方
木下ゆり
（特定非営利活動法人HIVと人権・情報セン
ター�管理栄養士）

SS1-2 HIV 感染者ならびにウイルス感染症患者の歯
科診療の現状と課題
新庄文明
（長崎大学大学院医歯薬総合研究科／歯科医師）

主催 （財）エイズ予防財団
実施団体 特定非営利活動法人 HIVと人権・情報セ

ンター

■日時：12月9日（木） 17 : 30～19 : 30 ■会場：第5会場（10階 会議室1001－2）

SS2-1 医師の立場から
赤穂理絵
（東京都立駒込病院神経科）

SS2-2 ケースワーカーの立場から
伊賀陽子
（兵庫医科大学）

SS2-3 看護師の立場から
村上未知子
（東京大学医科学研究所附属病院）

SS2-4 尾田真言
（NPO法人アジア太平洋地域アディクション
研究所事務局長）

SS2-5 川口るり子
（NPO法人アジア太平洋地域アディクション
研究所カウンセラー）

主催 JANAC（HIV�AIDS看護学会）

サテライトシンポジウム



サテライト
シンポジウム3

ゲイ・バイセクシュアル男性のメンタルヘルスとHIV感染予防行動
―支援のあり方を保健・医療・福祉・教育の関係者と共に考える―

市川誠一（名古屋市立大学大学院看護学研究科）
矢永由里子（九州大学大学院人間環境学府）

座長

サテライトシ
ンポジウム4 静岡発～AIDS～未来へ架ける橋 コーディ

ネーター
松田正巳（静岡県立大学看護学部教授）
五島真理為（特定非営利活動法人HIVと人権情報センター理事長）

■日時：12月10日（金） 16 : 40～19 : 10 ■会場：第4会場（10階 会議室1001－1） 一般公開

SS3-1 シンポジウムの趣旨説明とMSMにおける
HIV感染状況
市川誠一
（名古屋市立大学看護学研究科）

SS3-2 インターネット調査SPIRITS@Wave 2 の数
量データ
日高庸晴
（京都大学大学院医学研究科）

SS3-3 インターネット調査SPIRITS@Wave 2 の自
由記述データ
安尾利彦
（国立大阪医療センター�財団法人エイズ予防財
団）

SS3-4 MSMのメンタルヘルス（一般の心理臨床の場
面から）
大場 登
（放送大学大学院臨床心理プログラム）

SS3-5 MSMのメンタルヘルス（HIVの心理臨床の場
面から）
古谷野淳子
（大阪府健康福祉部）

SS3-6 研究と現場をつなぐ－研究者と臨床家の立場か
ら
浦尾充子
（千葉大学附属病院�京都大学大学院医学研究
科）

主催 財団法人エイズ予防財団
厚生労働省エイズ対策研究事業
男性同性間のHIV感染予防対策とその推進に
関する研究班

■日時：12月10日（金） 13 : 15～18 : 00 ■会場：ブケ東海静岡（静岡駅前）ローズ（5階） 一般公開

第 1部（13 : 15～15 : 50）
これからのエイズ教育―若者にAIDSを伝える―

SS4-1-1 学校現場の立場から
佐野博己
（静岡県立吉原工業高等学校教諭）

SS4-1-2 学校現場の立場から
田畑浩子
（磐田市立磐田第一中学校教諭）

SS4-1-3 教育大学の立場から
赤田信一
（静岡大学教育学部保健体育講座助教授）

SS4-1-4 地域保健の立場から
岩室紳也
（（社）地域医療振興協会ヘルスプロモーショ
ン研究センターセンター長）

SS4-1-5 NGO・若者の立場から
大畑智矢
（静岡県エイズピアエデュケーター）

SS4-1-6 NGO・若者の立場から
伊藤麻里子
（特定非営利活動法人HIVと人権・情報セン
ターYYSPスタッフ）

SS4-1-7 行政の立場から
西本正子
（静岡県北遠保健所健康増進課長）

第 2部（16 : 10～18 : 00）
「市民活動」と「行政の取り組み」―キーワードはAIDS―

SS4-2-1 静岡で活動する市民活動の立場から
鈴木恵子
（特定非営利活動法人魅惑的倶楽部理事長）

サテライトシンポジウム



サテライト
シンポジウム5

「中高生のエイズ予防教育」WYSHプロジェクト
エビデンスに基づく予防の導入～保護者・学校・地域から～

木原雅子
（京都大学大学院医学研究科
助教授）

座長

SS4-2-2 静岡で活動する市民活動の立場から
中山保之
（特定非営利活動法人リビングトゥゲザー理事長）

SS4-2-3 静岡で活動する市民活動の立場から
吉田なつ恵
（フレンズフォーライフ代表・イナダラングエ
イズ研究財団日本事務局長）

SS4-2-4 静岡で活動する市民活動の立場から
大郷宏基
（特定非営利活動法人HIVと人権・情報セン
ター中部支部スタッフ）

SS4-2-5 行政の立場から
倉野晴江
（静岡県西部保健所健康増進課主任）

主催 静岡県

■日時：12月11日（土） 13 : 40～17 : 10 ■会場：第5会場（10階 会議室1001－2） 一般公開

第 1部
「中高生の性意識・性行動の現状とエビデンスに基づく
予防の取り組み」
SS5-概 ～WYSHプロジェクト概要～

木原雅子
（京都大学大学院医学研究科助教授）

第 2部
WYSHプロジェクトにおける多角的予防の取り組み
SS5-1 保護者の立場から

高橋正夫
（社団法人全国高等学校PTA連合会副会長）

SS5-2 学校の管理職の立場から
塚本幸男
（四街道市立千代田中学校教頭）

SS5-3 学校の保健主事の立場から
小池恵子
（静岡県立磐田北高等学校保健主事）

SS5-4 教育委員会の立場から
今井 誠
（京都市教育委員会指導主事）

SS5-5 保健所の保健師の立場から
楠田為世子
（A県保健所専門官）

主催 厚生労働省HIV社会疫学研究班若者予防グ
ループ

サテライトシンポジウム



市民講座 PAINT AIDS COLORFUL

■日時：12月11日（土） 14 : 00～17 : 00 ■会場：第3会場（6階 交流ホール） 公開

高校生等を対象とした静岡県主催公開イベント
講演「HIV�AIDSとわたし」（仮題）

村竹勝司
（NHKアナウンサー）

岩室紳也氏＆パトリック氏と若者のトーク
参加者によるワーク

主催 静岡県
共催 第 18回日本エイズ学会学術集会

市民講座




